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＜連絡事項＞

・学術研究発表会について、発表原稿とスライドの提出をしてください。
発表原稿（スライド）の10月15日締め切りには必着で提出してください。質問、確認したい事がある場合は、各施設の法人研修委員会まで問い合わせしてください。
・１０月７日（土）青仁会ふれあい秋まつりでバザーを行います。青仁会職員の皆さんへバザー商品の提供をお願いしたいとの事です。出品物は、各部署の委員会メンバーまで持参お願いします。東病棟は杉本さん迄。

・カーディガンの色は紺色で統一してください。紺色のカーディガンを持っていない方は、カタログがきていますので注文しても良いです。カタログの裏の注文書に記入しておいてください

・病棟日誌の回覧の添付ファイルめいが間違っている人がまだいます。再確認し間違いの無いようにしてください。

・喫煙所・男子ロッカー室で、ゴミの散乱（缶・ペットボトル）等が見受けられます。原則自分のゴミは持ち帰り、各自が処分する事になっております。やむを得ず捨てる場合は、ゴミ置き場に分別し捨ててください。
· WIZの使用状況ですが、スケジュール帳の登録がされていない職員がいます。
上司や自分以外の職員が、予定など確認できるよう下記事項は必ず登録するようにしてください。せっかくグループウェアを導入していますので、まずは、スケジュール帳の活用をしていきましょう。スケジュール帳の使用状況は、委員会で定期的に確認していく予定とのことです。入力内容は、勤務状況（例：「日勤」、「深夜」など）、公休や有給休暇、会議や委員会の日程、その他、業務スケジュールなどです。

・第3回小坂Dr勉強会は、下記の日程にて小坂Drの医療事故勉強会を行います。
日時は、９月２８日・１０月５、１２、１９日　いずれも15:30～場所は病院2階会議室
参加該当者：名簿参照し、メンバー表をご確認し、各自参加してください。
・中坂　正蔵様～退院が決定しましたので担当スタッフは、退院時サマリーの記入、療養検討会の書式への入力など準備をおこなってください。退院療養検討会は9月21日カンファレンスにて行ないます。

・阿部　文香様～退院が決定しましたので担当スタッフは、退院時サマリーの記入、療養検討会の書式への入力など準備をおこなってください。退院療養検討会は9月25日のカンファレンスにて行ないます。

＜患者様連絡事項＞　　　　　　　

・吹越　里美様～外泊から帰院しています。帰院時、父様より外泊中の状況について興奮や粗暴行為はなかったが、幻覚が見えている様子だったとの事です。主治医へ情報提供しています。

・吹越　弘友紀様～本日の昼食より、症状軽減傾向にあり、発作なども見られなくなってきたため、経管栄養から全粥、キザミ食の食事が開始になります。それに伴い、11:00から拘束解除となっています。昼食は介助にて2/3摂取できています。嚥下状態に注意し、食事状態を見てアップしていきましょう。食事量が少ないようであれば、捕食を促して対応していきましょう。また、拘束解除になったことや活動性が出てきている為、転倒や発作などに注意して行きましょう。本人、ヘッドギア装着を拒否する事が多いですが、その都度、装着させるようにしていきましょう。

　　　　　　　　本日は、入浴介助にて行い、問題なく入浴できています。シャンﾌﾟーがないので家族がきたらもってきてもらってください。口腔ケアも毎食後おこないましょう。洗面所ではうがいができます。全身の掻痒感ある様子で表皮剥離みられ、軟膏処方になっていますので塗布してください。トイレットトレーニングをしていきトイレで排泄できるようにトイレへ誘導していきましょう。

＜リハプロ評価･検討＞

・和田　昌様～時に大声で他室侵入がある患者様に対し、怒鳴ることあるが、比較的落ち着いて過ごす事できています。夜間も睡眠とれています。主治医へ確認し、今週は見学扱いで参加促し、状況をみて特に問題なければ本格的に導入していきましょう。

　　　　　　　導入許可が出ればグループはＢ－２。

・砂葉　良子様～長期欠席になっていましたが、落ち着いて生活できてきています。歩行状態も

　　　　　　　　良くなってきています。主治医へ確認し許可が出れば歩行訓練も兼ねて参加を

促して行きましょう。













